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発生学を基盤に腎臓を創る
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腎不全による人工透析患者数は増加する一方で 31 万人となり、その医療費は年間１.5 兆円を越えている。
にもかかわらず、腎不全の根治的治療は存在しない。糸球体や尿細管などから構成される腎臓の機能単位
ネフロンは、胎児腎臓中に存在するネフロン前駆細胞から発生する。我々は、その起源を正確に同定する
ことによって、マウス ES 細胞及びヒト iPS 細胞から試験管内で糸球体および尿細管構造を誘導することに
成功した。誘導したヒト糸球体の詳細な解析も進んでおり、その最新知見を紹介する。
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